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付属資料５  コロンビア国大西洋沿岸３都市土地利用計画支援ＧＩＳデータ基盤整備計画調査 

（事前調査・S/W 協議） 

対処方針 

 

項目 対処方針案 備考 

1.  

事前調査の目

的 

本格調査実施のための S/W（実施細則）の説明・協議、関連資料の収

集、第三国及び現地におけるローカルコンサルタントの実施能力等の

現状調査並びに先方政府の受け入れ体制の確認を行うことを目的とし

て事前調査団を派遣する。 

 

2.  

団員及行程 

（別添事前調査団名簿及び日程案参照）  

 

3.  

本格調査名称 

(和)コロンビア国大西洋沿岸３都市土地利用計画支援ＧＩＳデータ基

盤整備計画調査 

(英)The Study on the Formulation of Geographic Data Base of the 

Principal Cities in the Atlantic Coast 

 

4.  

協議機関 

(1) メイン・カウンターパート： 

  コロンビア国国土地理院 

(2) 表敬先： 

国家企画庁、バランキージャ市、サンタマルタ市、カルタヘナ市 

 

 

 

5.  

事前調査 

調査項目 

1) 先方政府の要請背景、内容及び意向の確認 

2) 開発調査スキームの説明 

3) 本格調査実施方針・内容の説明及び協議 

4) 関連するデータ・資料収集（Q/N‘質問表’回答） 

5) 調査対象地域現地踏査 

6) 先方受入体制の確認 

7) 事前評価表の作成 

S/W（Scope of Works; 実施細則）、M/M（Minutes of Meeting；会

議議事録）の署名・交換 

 

(1) 

先方政府の要

請背景、内容

及び意向の確

認 

 

1)地形図作成対象範囲 

 今次要請大西洋沿岸 3 都市の市街地合計が約 200km2 あるが、1/2,000

のデジタル地形図作成対象範囲について、その活用用途を確認のうえ、

先方と協議する。コロンビア側が技術移転の一環として自主作成する範

囲については、全体の数％とし、本格調査の段階でその具体的な範囲を

定めるものとする。 

2)航空写真撮影時期と全体工程 

 コロンビアでは航空写真の撮影可能時期が 12 月～2 月と言われてい

るが、気象データ等を確認のうえ、調査開始予定時期を 2005 年半ばに

設定している全体工程（案）に影響がないか精査する。 

3)GIS データの共有システム構築 

 GIS データの共有を目的とした GIS 連絡会議（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾃｨﾝｸﾞｺﾐｯﾃｨ）と

ﾀｽｸﾌｫｰｽをコロンビア国土地理院が主導で組織できるかを確認する。 

4)技術移転計画 

ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄの技術ﾚﾍﾞﾙ、機材保有、管理状況を確認し、技術移転に必

要な分野、内容を明らかにする  

5)全国展開に向けたフィージビリティ調査 

 当該プロジェクトを持続可能なものにするために、上位計画である全

国100都市土地利用策定計画実施に向けたフィージビリティ調査実施の

提案を行い、実施意義及び実施方針を確認する。 

6)区画整理事業との連携 

 技術協力プロジェクト「都市計画・土地区画整理」（2003.10～

2008.3）との連携について検討する。（例：土地区画整理事業に活用可

能な GIS デモの作成） 
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項目 対処方針案 備考 

(2)開発調査

スキーム 

必要に応じて、S/W 締結から本格調査終了までのプロセス、カウンター

パートへの技術移転等の開発調査スキームを説明する。 

 

(3) 

S/W の協議 

S/W 案をもとに協議を行い、S/W 及び M/M について、特に、以下の事項

について確認する。 

 

 

a )目的 

 

コロンビア国主要103都市を対象にした都市開発整備に係る土地利用計

画策定を支援するため、モデル都市として選定された大西洋沿岸3都市

において、地理情報基盤データ（1/2,000 のデジタル図）の整備を行い、

それらの地理情報をコロンビア国内で共有するシステム造りへの技術

協力を行う。併せて、残りの 100 都市における地理情報基盤データ整備

に向けたフィージビリティ調査を行う。 

 

 

b )対象地域 

 

大西洋沿岸 3 都市（バランキージャ市、サンタマルタ市、カルタヘナ市）

の約 200km2 

 

S/W の AppendixⅠ

に位置図を添付 

d ) 本格調査

内容と項目 

1) 既存条件調査 

地形図及び GIS データ作成の機材、施設、基準点状況 

2) 空中写真撮影  

面積；約 200km2（白黒写真、S=1/10,000） 

3) デジタル地形図の作成（S=1/2,000） 

a) 標定点測量、刺針、簡易水準測量 

b) 空中三角測量 

c) 現地調査 

d) 数値図化 

e) 数値編集・記号化 

f) 現地補足調査 

g) 地形図印刷 

4) 全国 GIS データ基盤整備に係るフィージビリティ調査 

a) 100 都市 GIS データ基盤整備状況調査 

b) 補足調査 

c) 概略積算 

d) 経済分析 

5) GIS データの活用 

技術協力プロジェクト「都市計画・土地区画整理」（2003.10～

2008.3）との連携における活用の検討 

6) その他 

上記に係る技術移転 

 

         

e)調査期間 29 ヶ月とする。  

f)成果品 

 

 

 

 

 

 

 

1) 報告書は西文と（英文）を各 10 部とする。 

2) 各報告書の部数は以下のとおり； 

  IC/R（着手報告書） ：10 部(10 部) 

  IT/R（中間報告書） ：10 部(10 部) 

  DF/R（最終報告書案）：10 部(10 部) 

  F/R（最終報告書）  ：10 部(10 部) 

3) 空中写真(ネガ、ポジフィルム)及び空中写真のデジタルデータ 

4) 地形図デジタルデータ 

 

(4) 

先方受入体制

の確認 

1) メイン・カウンターパート機関のコ国国土地理院に、本件プロジェ

クト実施のための体制が整っているか確認する。 

2) カウンターパートの配置について確認する。 

3) 便宜供与事項の確認をする。 

・免税 

・データ、関連情報の提供 

・オフィススペース、PC、電話、インターネット等の提供 

・ID の発行 

・車両の提供 
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項目 対処方針案 備考 

(5) 

M/M 署名 

1) あらかじめ作成した S/W 案をもとに説明・協議し、合意の上、署名

する。 

2) S/W、M/M の署名者 

日本側：事前調査団長 

コ 側：国土地理院長   

英文と西文を用意

し、英文を正本とし

西文はリファレン

ス用として位置づ

ける 

6.  

請訓必要事項 

1) 調査内容について大幅な変更を求められたときは請訓する。 

2) S/W の変更については、変更マニュアルより対応する。 

 

7.  

現地での報告 

1) 協議の最終結果については大使館及びJICA事務所に概要を報告し、

必要に応じ公電発出を依頼する。 

 

8.  

報告書 

1) 現地調査報告書 

現地調査期間中に、各担当分野の調査内容を事前調査報告書の目次

（案）に沿って簡単に記載する(A4 1～2 枚程度)。また、本格調査実施

にあたっての留意点等もまとめる。 

2) 事前調査報告書 

目次（案）に従って各担当者が作成する。また、原稿の提出は調査終

了後２週間目を目処とし、団内での検討を経た後一ヶ月後に製本手続

に入る。 

現地での帰国報告

の際に配布 

 

 

本格調査のコンサ

ルタント業務説明

会で配布 

9.  

帰国報告会及

び実施方針会

議 

 

平成 17 年 4 月中旬頃に開催予定（実施方針会議も兼ねる。） 

 

10.  
今後の予定 

事前調査後以下のとおり、本格調査実施の準備に着手する。 

1) 平成 17 年 7 月～8 月からの本格調査開始 

2) 調査期間は 29 ヶ月 

 

 

11. 

団員の担当事

項 

 

各団員の担当事項は以下のとおり 

 

（１） 

総括 

1) 調査団の意見を取りまとめ、団代表として相手国政府との協議に行

う。 

2) S/W 案、M/M 案、対処方針、質問票(Q/N)の検討 

3) 現地踏査 

4) 調査関連全体の現況把握・分析 

5) S/W 協議の参加、討議及び S/W、M/M の署名 

6) 団長所感の作成（帰国報告まで） 

7) 現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

 

(２) 

精度管理計画 

1) 主にコ国測量作業規程・基準を踏まえた適正精度の検討 

2) S/W 案、M/M 案、対処方針、質問票(Q/N)の検討 

3) 現地踏査 

4) 担当分野の現況把握・分析 

5) S/W、M/M 協議の参加、討議 

6) 現地調査報告書作成（帰国報告まで） 

7) 担当分野の現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

 

(３） 

調査企画／事

前評価 

1) S/W 案、M/M 案、対処方針の作成 

2) 現地踏査 

3) S/W、M/M 協議の参加、討議 

4) 担当分野の現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

5) 本格調査実施方針（業務指示書）の作成 

6) 事前調査報告書の作成（事前報告書目次案参照） 

7) 事前評価表（案）の作成 

8） 調査団全体のコーディネーション  
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項目 対処方針案 備考 

(４） 

基本図計画/

機材計画 

1) S/W 案、M/M 案、対処方針の検討 

2) 現地踏査 

3) S/W、M/M 協議の参加、討議 

4) 担当分野の現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

5) 本格調査実施方針（業務指示書）（案）の作成 

6) 担当分野の事前調査報告書の作成（事前報告書目次案参照） 

7) 事前調査団の検討に必要な資料・情報の収集・整理  
・国家開発計画、基本図整備計画の確認 

・カウンターパート機関の組織、予算、活動状況の確認 

・既設測地網の整備状況確認、測量計画の立案 

・コ国の測量作業規定、基準の確認 

・写真、原図の国外持ちだし許可等、各種規制の確認 

・調査対象地域での移動性、安全性の確認 

・他ドナーの動向（類似調査の重複、過去の援助実績等）の確認 

・現地再委託の条件検討（空撮*、印刷等） 

 *地理院所有の飛行機活用可能性についても調査する 

・フィージビリティ調査実施に係る情報収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積は事前報告書

の収集資料に含め

ない 

（５） 

GIS 計画/技術

移転計画 

1) 先方政府の意向及び要請背景・要請内容の確認 

2) S/W 案、M/M 案、対処方針の検討 

3)  現地踏査 

4)  担当分野の現況把握・分析 

5) S/W、M/M 協議の参加、討議 

6) 担当分野の現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

7) 本格調査実施方針（業務指示書）（案）の作成 

8)  担当分野の事前調査報告書の作成（事前報告書目次案参照） 

9)  事前調査団の検討に必要な資料・情報の収集・整理 

・GIS モデルシステムの本格調査の内容検討 

・調査実施に必要な人員配置及び資機材稼働計画の検討 

・調査実施に必要な車両、資機材の調達方法の検討、価格見積書の取

り付け 

・特殊傭人、ガソリン、宿泊費等の各種単価調査 

・現地再委託が可能な工程に係る現地コンサルタントの技術力、価格

調査 

・技術移転計画及び研修に必要な資機材のリストアップ、調査条件等

に係る調査（価格、現地代理店の有無等） 

・他ドナーの動向（類似調査の重複、過去の援助実績等）の確認 

・技プロとの連携に係る情報収集 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積は事前報告書

の収集資料に含め

ない 

（６） 

通  訳 

1) 通訳 

2) S/W、M/M の翻訳及び関係資料の翻訳 

3) 現地踏査 

4) S/W、M/M 協議の参加 

5) 担当分野の現地調査報告書作成(事前報告書目次案参照) 

6)  現地資料・情報収集への協力 

7) M/M の協議参加者リスト及び面談者リストの作成 
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付属資料６ コロンビア国の地理情報整備状況 
 
６－１ コロンビア国 国土地理院（Instituto Geografico Agustin Codazzi: 
IGAC）の組織と地理情報整備業務 

 
IGAC は、コロンビア国政府の中にあって、基本図の作成並びに更新に関する

任務を遂行することとなっている。また、政府の土地計画及び土地整備のプロ

セスを支援する目的で、応用土壌学、地籍、地理に関する必要な地理情報を地

図に展開しかつ分析する業務も実施することになっている。1935 年に創設され

ており、70 年の歴史を有する。 
IGAC の組織は、院長のもと管理部門等のほか、地理･地図部、地籍部、応用

土壌部及び調査研修部（CIAF: Centro de Investigación y Desarrollo en 
Información Geográfica）の 4 つの事業実施部門と 22 ヶ所の地方支所から構成

されている（図 6-1-1）。地方支所は、地籍調査関連と IGAC が発行する地図等

の販売がおもな業務である。職員総数は 1100 名である。 
IGAC の中にあって基本地理情報整備を主管する部局は地理・地図部である

（職員数１１８名）。地理･地図部は測地課（２８名）、写真測量課（５８名）、

基礎地理調査課（１３名）及び土地整備課（１４名）から成る。特に、測地課

及び写真測量課が本件の実施主体となる。地形図を作成するために必要な各種

表現事項、名称等現地において調査確認する現地調査（地名調査を含む）は現

場活動部門として測地課に属している。 
 
測量･地図のアナログの技術に関しては設立以来長年の経験を有する。近年、

近代化を進め測量･地図に関しても先端技術を取り入れるようになり数値地図

作成に移行してきている。 
IGAC の地理情報整備に関する業務の中心は現国家開発計画（2002 年～2,006

年）で定められている各縮尺のデジタル地図の整備である。同国家開発計画に

よれば、IGAC は以下のデジタル地図を整備することになっている。 
1/2,000 デジタル地図（主要１００都市） 
1/10,000 デジタル地図（国土の６０％） 
1/25,000 デジタル地図（国土の６０％） 
1/100,000 デジタル地図（全国土） 
 
また、IGAC の上位省である国家統計省（DANE）が実施する国勢調査利用の

ため地理情報の整備を急いでいる。特に、1/2,000 デジタル地図は国家土地利用

計画（POT）の基盤及び国勢調査に使用されることから優先度が高い。 
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図 6-1-1 
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６－２ IGAC の保有する地理情報 
 
IGAC が保有する地形図等の地理情報データは、以下のとおりである。 
これらの地理情報は、地理学関連情報と地形図関連情報の２種に大別される。 
 
（１）地理学関連情報 

１） コロンビアナショナルアトラス 
今年中（2005 年度）に第５版を発行予定 

２） 県別地図 
３） 県境及び市町村界調査図 

行政界の紛争時などに情報を提供する 
 

（２）地形図関連情報 
１） 航空写真 

 ９３年以降に撮影された以下の航空写真がデジタル化され管理され

ている。 
・ 縮尺 1/40000 写真（1/25000 地形図用） 

18,000,000ha（国土の約 16%） 
・ 縮尺 1/10000 写真（1/2000 地図用） 

1098 市町村のうちの 416 市町村及び 66 箇所の集落。66 カ所の

集落は POT 外。 
・ 2005 年の撮影計画は以下のとおりである。 
・ 縮尺 1/40000 写真・・・7,000000ha 
・ 縮尺 1/10000 写真・・・500,000ha 

２） 地図（アナログ地図） 
・ 1/10,000 図 全国 15%をカバー 1942～1992 
・ 1/25,000 図 全国 53%をカバー 1942～1992 
・ 1/50,000 図 全国 18%をカバー 1942～1992 
・ 1/100,000 図 全国 46%をカバー 1942～1992  

３） 地図（デジタル地図） 
デジタル地図はサーバーに確保してあり、各部署に供給でき 
・ 1/2,000 デジタル地図 

県庁所在地    20 箇所（32 箇所のうち） 
県庁所在地以外の人口集中部  35 箇所  
以上 2002 年以前の成果。 
2003 年以降は主にトリマ県で１４市町村分作製。 
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上記 35 箇所のうちには、カルタヘナ市、バランキージャ市及び

サンタマルタ市が入っている。サンタマルタ市は IGAC 近代化し

た最初の年である 93 年に作成したデジタル技術第１号のもので

精度が悪い。民間会社と共同で行った。 
 カルタヘナ、バランキージャは 94 年に作製した。以降 10 年

以上が経過してデータは古くなってしまった。 
なお、IGAC 以外で会社が作製した 1/2,000 デジタル地図はない

とのことである。 
・ 1/10,000 デジタル地図 

カバレッジは低い。2003～2004 の間に作製した１県３市町村の

み 
・ 1/25,000 デジタル地図 

2003～2004 の間に８地区実施した。 
 
2005 年の計画は以下のとおり。 
・ 1/2,000 デジタル地図・・・主にアンティオキア県の小市町村を

22,500ha 実施 
・ 1/25,000 デジタル地図・・・サンタンデル県と北サンタンデル県

について 290000ha 実施。 
 

４） 旧アナログ地図をデジタル化した物（情報は古い） 
・ 1/25,000 地形図 アンティオキア県 300 図幅（県の要請で作成） 
・ 1/100,000 地形図 アンティオキア県 30 図幅、太平洋岸地区 58

図幅 
 
2005 年の計画 
1/25,000 旧地形図を全国 235 図幅についてデジタル化。大統領府 
要請による。コカイン対策に使用される。 

  
５） 衛星画像を使用した中・小縮尺デジタル地図 

・ 1/50,000 図・・・132 図福 
・ 1/100,000 図・・・327 図福 
他に 1/100,000 県別図・・・ｺﾙﾄﾞﾊﾞ､ｱﾝﾃｨｵｷｱ､ﾘｻﾗﾙﾀﾞ､ｷﾝﾘｵ､ｶﾙﾀﾞｽの

５県。 
本年（2005 年）は本件対象の３都市を含む３県について 1/100,000

の地図を作成する。 
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６） 派生地図（Mapa Deribadoa） 

日本でいう基本図、主題図以外で観光地図等である。デジタルデー

タとして保管されている。 
 

これらのデータは、全て DB 化され、検索システムが構築されており、IGAC
内部ではイントラネットで共有されている。 
インターネットで外部提供できるよう検討中とのことである。 

 
６－３ 測地基準点 
 IGAC 管理によるコロンビア国の測地基準点は以下のとおりである。 
 
６－３－１ 三角網（国家基準点網） 
 
 コロンビア国には３種類の三角網が存在している。 
 

（１）ARENA Network 
  ARENA Network は 1950 年代から 1970 年代にかけて形成されたコロ

ンビア国最初の三角網である。主として経緯儀による三角測量、一部光波測

距儀による辺長測量により観測がなされた。日本において明治から大正初期

にかけて完成された日本測地網に相当する。約 2000 点の三角点がこの

ARENA Network を形成する。  
 
（２）MAGNA Network 
 測地測量の新技術として登場したＧＰＳ測量機により新たに形成された

測地網である。1994 年から 1997 年にかけて設置された。これは、当初南

アメリカを統一し、その後北アメリカと結合された SYRGAS(SYstema 
Referencial Geodesico para la AmericaS)の一部として国際共同観測がなさ

れ、その結果形成された測地網である。コロンビア国内の部分を

MAGNA(MArco Geocentrico National) Network と称している。旧来の

ARENA Network とは結合されていない。包含される三角点は国土全体で

60 点である。旧来の ARENA Network が光学観測でなされたために、その

三角点は主に各地の山頂に設置されたのに対して、この三角網の点はアクセ

スが容易な地点に設置されている。 
 
（３）Permanent Stations（定常観測点） 
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 近年、連続観測が可能な GPS の定常観測点を国内に６点設置している。

一日 24 時間の自動観測を行い、データを IGAC 本部に転送している。今年

中に更に２７点を増設し、合計３３点の網を完成する予定である。この網に

は未だ名称は与えられておらず、観測点の集合を単に Permanent Stations 
と呼んでいる。日本の電子基準点（1200 点）のミニ版とも呼ぶべきもので

ある。これらの点は MAGNA Network にも ARENA Network にも結合さ

れていない。 
 

コロンビア国は国内に上記の新旧３種類の三角網が存在するが、これらは互

いに結合されておらず別々に機能している。このため、全国に展開する膨大な

資産である測地基準点が有効に活用されない状態にある。 
ARENA については、維持管理は全くなされていない。三角点は台帳に記載

されてはいるが、これらが現存するか否かについて IGAC は全く把握していな

い。三角点を使用するべく現地に侵入しても見つからないのは通常のことであ

るという。 
 

６－３－２ 水準網 
 コロンビア国の水準網は全国 12000 点の水準点により構成される。これらの

点は全国の主要道路沿いに設置された。1950 年代から 1970 年代にかけて設置・

観測がなされた。水準点の平均間隔は 1.5km である。 
 水準原点（ポイント・ゼロと呼ぶ）は上記期間の初期に太平洋岸のブエナ・

ベントゥラに設置された。この他にカルタヘナ等３カ所にも験潮場が設置され

た。これらの３験潮場及び水準原点付属験潮場はいずれも現在稼働していない。 
 水準点も三角点と同様維持管理がなされていない。 
 
６－４ IGAC の保有する地理情報作成用主要機材 
 IGAC が保有する地理情報作成用の主たる機材は以下のとおりである。 
（１）航空写真撮影関連機材 

１）写真撮影用航空機 
 機種名：ターボコマンダ６９０Ａ（米国製） 
 性能： 最高飛行高度 30,000ft 
  後続時間   55 時間 
  航行速度   平均 240 ノット 
  航行装置   GPS 利用の CCNS４搭載 
２）航空写真撮影用カメラ 
 機種名：Wild RC30 １台 
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３）フィルムスキャナー 
 HELAVA Model DSW200（ライカ製） 

透過型。ロールフィルムはスキャンできない。 
４）写真処理施設 
 映画フィルム用装置を改良した半自動現像機を保有しているが、のフ

ィルム１本（約７０ｍ）の処理に 2.5 時間かかるため実用的ではない。

このため、他省庁のラボを借用して現像・焼き付けの処理を行っている。 
 

（２）地上測量用機器 
 １）ＧＰＳ    １１台 
 ２）トータルステーション  ４台 
 ３）経緯儀    ３台 
 ４）水準義    ９台 
 
（３）デジタル地図作製機器 
 １）空中三角測量用機器： 

ｿｹｯﾄ・ｾｯﾄ＋HATS（ﾊﾉｰﾊﾞｰ大学）で動作・・１台 
 ２）デジタル図化機 
  ｿｹｯﾄ・ｾｯﾄ＋ﾏｲｸﾛｽﾃｰｼｮﾝ＋PRO600 で動作・・５台 
 ３）デジタル編集機 
  ﾏｲｸﾛｽﾃｰｼｮﾝ・・・５台 
 ４）GIS 
   Arc/GIS・・・５台 
 
６－５ 地図作製業務の実施状況 
 IGAC における地図作製関連業務の実施状況は以下のとおりである。 
 
６－５－１ 航空写真撮影 
１）撮影計画 

各種縮尺の基本図を作製するため、IGAC は航空写真撮影を逐次実施してい

る。その基本的考え方は以下のとおりである。 
ａ）国土の半分強を占める人口密集地（アンデス山脈列及びその北西部）に

ついては、航空機による写真撮影を実施する。 
 
ｂ）人口希薄地帯である残りの地区（主にアマゾン地域）については、衛星

写真を取得する。 
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1/25,000 地形図用として写真縮尺 1/40,000 で、また、1/2,000 地形図用と

して写真縮尺 1/10,000 の写真を撮影することにしているが、航空写真を撮影

する地域を１１８のブロックに分け、各ブロックについて予め地形図上に

1/40,000 写真用の計画飛行コース及び撮影地点を表示している。写真縮尺

1/10,000 のエリア（都市部のみ）については地域の形状に沿って効率的なコ

ース方向を計画している。また、小さな集落の場合には現地に飛来して、その

場で数モデルのみを撮影するので計画図には集落のポイントをマークしてい

る。計画図は基本的には 1/10 万地形図を、また、1/10,000 用には 1/50,000
地形図を使用している。 
年次毎にその都度優先順位の高い順に撮影地区を選定している。 
 

２）撮影法 
 撮影作業については極めて効率的な方法を採用している。 
 撮影用飛行機は通常はボゴタの空港に駐機している。一度の撮影作業（オペ

レーション）毎に優先度の高い地区数カ所を選び、これらから２００km 以内の

空港（ベースと呼ぶ）５カ所について予め使用許可を取る。 
 撮影に際しては５カ所のうち一カ所を選んで飛行機と共に撮影班が待機する。

待機中には各空港に併設されている水利環境気象研究所（IDEAM）の気象事務

所から１時間毎の気象情報を得ると共に、随時インターネットの衛星写真図を

参照しつつ撮影のタイミングを計る。天候の好条件が実現されれば発進して撮

影を実施する。一つのベースに５乃至８日間待機しても好条件が得られない場

合は別のベースに移動して上記と同様な行動を繰り返す。 
 撮影が終了した順にネガフィルムを運送会社又は自前でボゴタの IGAC 本部

に送付する。送付されたフィルムは IGAC の職員が軍のラボに赴いて現像作業

を行う。現像に際しては、必要な消耗品（現像液等）を持参する。ラボの使用

料は無料である。 
  
 IGAC の撮影用飛行機は一般に使用されている IGI 社の CCS4 と呼ばれる

GPS を利用した航行・撮影支援装置を搭載している。 
 撮影前の準備として WIMP と呼ばれる航路計画用ソフトウェアで航行及び撮

影計画を作成し、そのデータファイルを飛行機の CCS4 に読み込む。CCS4 は

撮影用カメラに結ばれており、飛行計画に従って航路を飛行すると共に撮影を

行う。撮影された地点はＧＰＳによりその位置が計測され、フィルムに記録さ

れる。 
 



- 219 - 

 操縦士と副操縦士は外部に委託し、ナビゲータと撮影士は IGAC の職員が務

める。 
 
３）撮影の実績 
 IGAC はその設置以来写真撮影用航空機を保有し、撮影経験は長い。 
 昨年の撮影実績は、1/10,000の写真(1/2000デジタル地図用)を300市町村分、

1/40,000 写真を 1300 万 ha 分実施している。 
 十分な撮影実績といえる。 
 
６－５－２ 基準点測量・標定点測量 
 
１）基準点測量 
 国家基準点の現状は６－４に示すとおりであるが、旧来の三角点・水準点に

関する保守は系統的になされてはいない。現在力を入れて整備しているのは

GPS による Permanent Stations（定常観測点）ネットワークの整備である。２

００５年３月段階で６点が稼働しており、同年末までに３３点が完成する見込

みである。これらの点は２４時間連続観測を自動的に行っている。旧来の三角

点は十分に保守されていないため、本件の標定点測量に当たってはその基準点

として調査対象地域直近の定常観測点の活用も視野に入れるべきである。 
 
２）標定点測量 
 国家開発計画及び上位省である DANE（国家統計局）の国勢調査に資するた

め、IGAC は主要地域のデジタル地図作製を急いでいる。このため、航空写真測

量に必要な標定点測量の作業量は多い。 
 IGAC では作業効率を考慮して標定点に対空標識を設置する方法は採用して

いない。替わりに写真撮影後に刺針した点で標定点測量を行う手法を採用して

いる。なお、同じく作業効率向上のため、現地で標定点測量を行う技術者が併

せて写真による現地調査も行っている。 
 IGAC の職員で標定点測量を実施することが出来る者は２３名である。集中し

て標定点測量を実施するために人員が大量に必要な場合は、測量会社や IGAC
を退職した元職員を雇用して作業員に充てている。 
 
６－６－３ 空中三角測量 
 空中三角測量の工程では、スキャンされた航空写真のデータを用いて空中三

角測量を実施する。 
使用ソフトウエアはライカ社製の「ソケットセット」で、モジュールとして
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ドイツ・ハノーバー大学が開発したソフトウェア HATS(Hannover Aerial 
Triangulation Software)を組み込み、これを用いて空中三角測量を実施してい

る。1992 年に IGAC 近代化の一環として導入された。２ライセンスを保有して

いる。 
 本工程の作業を実施することが出来る技術者は 4 名である。 

航空写真は 12.5μ～15μの幅でスキャンされている。 
 
選定する刺針点の数、空中三角測量で求める点の数は標準的なものであり、

作業方針に特段の特徴は見られなかった。 
本工程で担当者から現状の問題点を聴取したところ、以下を得た。 

１） 一定の操作手順で空中三角測量の作業を行っているが、トラブルが生じ

た際にトラブル発生の原因究明及び解決法をマニュアル化する必要がある。 
２） 本作業のトレーニングとしては、この装置を導入した際にメーカーから

受けた１５日間の講習のみである。その後は自分たちでマニュアルを見なが

ら操作法を模索した。 
現実のデータを使用して日本の調査団によりノウハウを移転することは意義

有るものと考えられる。 
 
６－５－３ 数値図化 
 空中三角測量の工程から成果等を受取り、図化作業を実施する。使用するデ

ジタル図化機に搭載しているソフトウェアは、画像表示用にソケットセットを、

描画用にマイクロステーションを使用している。両者のインターフェイスは

PRO600 である。 
 本工程の作業を実施できる技術者は IGAC の職員は 6 名であるが、仕事が忙

しいため IGACを退職した技術者等を契約職員として更に 3名を採用している。 
 
 なお、他に、一世代前の解析図化機（ライカ製）も稼働しており、オペレー

タは職員 5 名、契約職員 2 名で作業を行っている。 
更に古いアナログ図化機 PG2（8 台）は’92 年までエンコーダを付けて使用し

ていた。現在は使用不可である。 
 
６－５－４ 数値編集・構造化 
  
数値図化部門の作業結果を受け取り、編集作業を行う。編集作業に先立って

図化作業の結果の出力図を現地調査結果（写真上に整理したもの）と照合し、

不具合が発見されれば数値図化部門に差し戻す。 
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数値編集が終了したデータは構造化が為され、GIS の基本データとしての体

裁を整える。 
使用ソフトウエアはマイクロステーション（編集用）、ArcGIS、（構造化用）

である。 
数値編集を行った成果は整飾（凡例を含む）を施し、ポリエスタベースに出

力する。 
 
本部門の作業の結果、次の３種類のデジタル地図データが作製される。 
（１）.dxl ファイル（データ交換用） 
（２）.e00 ファイル（Arc/Info 用） 
（３）shape ファイル（Arc/View 用） 

 
 
６－６ 測量教育 
 コロンビア国における測量教育は主として IGAC の研修機関である CIAF と

ボゴタ市立大学の２者に集約される。以下その概要である。 
 
６－６－１ ＣＩＡＦ（IGAC） 
 
（１）CIAF の概要 
 CIAF は 1968 年に地理情報の研修機関としてオランダの援助により設立され

た。当初は公共事業省の付属機関であった。1987 に CIAF は IGAC に移り、現

在に至っている。オランダの援助は１９９６年まで続いて終了した。 
 最初は地理情報の研修機関であったが、2003 年１月に業務内容が拡大されて

業務の中心は IGAC の所管事項に関する事項の調査となり、研修機能はこれに

付随するものとなった。 
 現在調査業務の中心となっているものは ICDE（コロンビア空間データ基盤）

の整備である。研修機能としては、地理情報データベースや写真測量等の技術

研修が中心となっている。研修対象は IGAC の職員、他省庁の職員のほか、主

にラテンアメリカ諸国からも研修員を受け入れている。 
 
（２）CIAF の研修機能 
 CIAF には以下の研修コースがある。 
 
１） Capacity Building をサポートするメタデータ・地理情報の品質に関す

るコース、 
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２） 地理情報関連コース（GIS 利用、リモートセンシング、デジタルマッピ

ング、写真測量、土地整備の各コース） 
３） IGAC 職員専用コース 
４） その他（大学と提携したマスターコースの講義） 
 

IGAC 職員専用コースの中には２つの優先的な部門があり、各々①地図トレー

ニング計画と②地籍近代化計画である。 
これらの研修はは座学だけではなく OJT も含まれている。講師は CIAF の専

任講師及び IGAC の現場の職員である。 
 
CIAF の責任者によれば、地理情報整備に関する研修の問題点は以下のとおり

である。 
 
教授陣のプロフィールを見ると以下の３分野で明らかに抜けている（人材が

居ない）。 
① デジタル写真測量（デジタル地図作製） 
② D/B の管理 
③ 内部用プログラムの開発 

 
 デジタル写真測量の分野での不足は、 
① 技術を持った人の絶対数が少ない。この国全体でも２０人程度である。 
② 技術を持っていてもそれはアナログ時代の技術で、デジタル技術はやり始め

たばかりである。プロフェッショナル技術のレベルに至っていない。 
（実際各工程担当部門は Técnico Operativo と呼ばれる高卒以下の技術者が殆

どである。） 
 
このため、CIAF では次の２つの分野に焦点を当てて技術職員の強化を図るこ

ととしている。 
 
１） 主題図作製分野 
２） 基本図作製分野 

 
主題図作製分野では EU の援助により計画的に進められることになった。し

かし、基本図作製分野については実施したいが技術的・経済的な問題のため見

通しは立っていない。 
 この基本図作製分野の最大の弱点は、膨大な仕事が或る中でこれを実施する
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プロセスが細部まで明確になっていない、即ち目標は定められているがそこに

至るプロセスがよく分かっていないことである。技術者のレベルアップ、プロ

セスの標準化が必要である。 
 
６－６－２ ボゴタ市立大学 
 
 ボゴタ市立大学は IGAC を除けばコロンビア国でもっとも充実した地図・地

籍教育を行っている大学である。測量教育は工学部の地籍測地工学科で行われ

ている。同学科は過去３年間の平均では毎年６０名の学部卒業生を排出してい

る。昨年修士課程が設置され、現在１５名の院生を教育している。 
 地籍測地工学科での教科内容は３分野に大別される。数学・情報工学等の理

系基礎科目の他、専門科目として地籍評価や不動産関連科目の地籍関連科目と

幾何測地・物理測地・衛星測地・Geomatics（リモートセンシング、写真測量、

GIS 等）などの地図・測地科目である。 
教育機材は、デジタル写真測量用機材等若干古いが一通りのものはある。 

 
 学部卒業生の就職先は IGAC、DANE、IDEAM 等の政府機関の他、ボゴタ市

地籍課や民間測量会社、TEXACO・BPC 等石油会社などである。 
 
 同大学は IGAC と協定を結んでおり、学生が一定期間 IGAC の CIAF に籍を

置いてここで地図等に関する事項を学んだり、地図部で実務を履修得ることに

より単位を認められることになっている。また、協定外にも IGAC から各員教

官として写真測量の学科などで一定のコマを受け持ち地図・測量に関する講義

を行っている。 
 
 
６－７ 測量会社 
 コロンビア国の測量会社は小規模であり、最も大きいものでも有限会社であ

る。大半は個人営業である。以下はこれらのうち主たる２社の状況である。 
 
（１）FAL LTDA.社 

業務概要： 
航空写真撮影用飛行機 （セスナ 206）及び航空写真カメラ（RMK 
15/23）を保有している。写真処理のラボがある。 
 標定点測量から地形図作製まで行う事が出来る会社である。現在は、

ボゴタ市とメデジンの地籍関連の DM（1/1,000 図）を行っている。メ
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デジンの作業には 200 名を当てている。地図･地籍における ISO2001
認定済 

職員数： 
25 名。請け負う測量作業の規模が大きくて自社技術者では不足する場

合は個人営業者等から必要な測量技術者を雇用する。 
保有測量機器： 

GPS、測距儀、セオドライト、水準儀、アナログ図化機（PG2、ケル

ン、トポカルト）や解析図化機（プラニコンプ 2 台）のほか、デジタ

ルステーション（ソフト Virtuoso 中国製）を保有する（保有機器一覧

入手）。 
 
作業経費： 
GPS 測量―ヘリコプター使用の要否、セキュリティーの悪さ等の程度により

地域によって料金は異なる。 
 
ボゴタ市内の場合、 
点数 4～50 点を行う場合、1 点当り 20 万ペソ 

 
北部の３都市を行う場合には、現地に技術者が居ないので、移動とセキュリ

ティを含めてボゴタの場合の 2 倍で、1 点当り 40 万ペソ。 
 
現地調査 市街地の1/2,000図の場合１ヘクタールあたり5,000ペソ（平均）。 

 
（２）GEOVITAL LTDA.社 
 前記の FAL LTDA.社がコロンビア国第一の測量・地図作製会社であるのに対

して、GEOVITAL LTDA.社は第二の会社である。 
 
会社概要： 
 「GEOVITAL LTDA.社」は社長を含めて総社員数２５名（うち契約社員５名）

である。技術者はアナログ時代に IGAC に在籍してその後退職した者が多い。

規模の大きな事業を受注するときは、子会社から人を集めて対応する。 
 業務内容は写真撮影から地図作製まで一通りこなす。但し、撮影用飛行機及

びカメラは保有しておらず、必要なときには航空写真撮影会社である「Aero 
Studio 社」（在メデジン市）に発注する。 
 受注内容は石油会社やガス会社の発注になるものが多い。かつては９０年代

中頃に BPC(British Petroleum Company)のパイプラインに関する地図作製（オ
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ルソフォト：1/10,000 で等高線間隔 5m、作製総面積 68 万 ha）の仕事を受注し

ている。４年間で総売り上げ額 260 万 US$であった。現在はガス会社のパイプ

ラインに関する地図作製を行っている。 
 基本的には仕事は請負であるが、場合により技術者の派遣も行う。 
 
 受注単価は以下のとおりである。 
 
ボゴタ周辺の都市地区の場合： 

標定点測量：35 万ペソ／１点、 
現地調査 ：6000 ペソ／ha。 

 
大西洋沿岸の場合： 

標定点測量：40 万ペソ／１点、 
現地調査 ：7000 ペソ／ha、 

 
 
６－８ 他ドナーの活動状況 
 
ＥＵ 
 
 「コロンビア国土地図システム改善計画」として、総額 800 万ユーロの無償

資金供与を EU に求め、現在進行中である。コロンビア国内における C/P 機関

は IGAC、IDEAM、DNP 及び ACCI の４機関で、受け皿としては IGAC 職員

を中心とするプロジェクトグループが形成されている。プロジェクトグループ

は IGAC の職員が 3 名と、このプロジェクトのために雇用された技術者の要員

数名の構成である。 
 このプロジェクトは、主に衛星画像の情報を取得し、小縮尺地図作製に必要

なデータ加工ができるよう機材整備と人材育成を目的としている。 
 
「コロンビア国土地理システム改善計画」には成果１，２，３のカテゴリー

分けがなされている。 
 
成果１は衛星等による情報を収集して、地図の更新（修正）を行う為に必要

な事項を分析する。すなわち、 
1. いかなる衛星があって、コロンビアにとって何が有効かを分析する。 
2. ユーザーが望む衛星画像等のスペックを分析する。 
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3. 導入する機器について IGAC（データのメーカ）及びデータのユーザに必

要なものを分析する 
調達機材については１年前から検討をしている。機材の中にデジタル航空写

真カメラ（評価･審査を経て年末入荷予定）がある。ユーザのアクセスについて、

全国映像(画像)バンクの設置も検討されている。 
 
成果２は、プラットホームの構築（整備）で次の事項が含まれる 
１． 映像の確保 
 Rader Sat, Spot 等の衛星による映像を確保する。但し、これには制限が付

けられており、EU 加盟国の提供する画像となっている。 
映像としては、衛星画像：1/10 万図修正用、デジタル写真：1/2.5 万オルソ

用である。 
２． 機材の確保 

上記衛星画像を使用して中・小縮尺地図を作製するための機器を導入する。 
器材としては、ワークステーション、スキャナー(1 台)、プロッター(3 台)、

プリンター及び“マイクロステーション”等必要なソフトである。 
 
成果３の活動は、普及、人材養成、パイロットプロジェクトに対する補助の

３つがある。 
◇ 普及：内外専門家、研究者、民間会社を対象にセミナーを行う。 
◇ 人材養成(研修)：普及要員の養成、IGAC 職員の研修及び地方の人の研修

を行うほか、研修員の外国へ派遣、講師の「コ」への招聘及び

外国のイベントへの参加を行う 
 

◇ 補助等：各公共機関が衛星画像を用いてこのプロジェクトに関連する小

縮尺地図等を作製する場合一部補助金を出す。院生（修士・博

士課程）が本研究に関連する研究を行う場合は、1 件 5,000 ユ

ーロを限度として研究補助金を支給する。 
 

IDB（米州開発銀行） 
 

IDB の融資により「土地台帳及び地籍（における）所有者確定の近代化プロ

グラム」を実施中である。目的は、 
（１）農村地域の所有権確定 
（２）地籍と土地台帳の近代化・総合化 
（３）保護地域情報の国家機関間での共有 
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であり、地図は全体の１コンポーネントである。 
 
 地図関係では以下の事項が含まれる。 

◇ 地籍調査用航空写真の整備 
◇ 標定点ネットワーク（測地網） 
◇ 地名調査 
◇ 地籍用地図作成 

 
本プロジェクトにおける現在までの地図関連成果は以下のとおりである。 
◇ カケタ県の 2 市、1/25,000 図作製。面積 4,050km2。 
◇ 国内 GPS 観測網の強化（機材整備） 

・６カ所のＧＰＳ定常観測点を設置（年末までに 33 箇所予定） 
・標定点測量用 GPS      11 台 
・デジタルレベル       3 台 
・トータルステーション       12 台 
・1 周波 GPS (支所の地籍調査用)   22 式 
・ 空撮用 GPS ナビゲーションシステム（キネマテック）1 台 
 
その他２００５年中に以下の導入を予定 
・航空写真フィルムスキャナー（VEXCEL Ultra Scanner）  1 台  
・航空写真フィルム自動現像機（Colex）   1 台  
・数値図化機       8 台  
・現地調査用 GIS/GPS 地名コレクター    9 台 

 
 

 
米国 NGA(National Geo-Spacial International Agency) 

 
 「アメリカ合衆国 NGA とコロンビア IGAC との財及びサービス交流のための

協力」として米国ＮＧＡと協定を結び、2002 年以降継続している。実質的に米

国側からの小規模な物品供与及び研修である。 
今まで米国から入手したものは以下のとおりである。 
◇ 1/10 万図のコロンビア国全土 

IGAC はこれを元図として修正している。 
◇ コロンビア国全土の、30mDTM 
◇ サーバー     1 台 
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今後、レーダ画像管理コース及び地名コースの研修が IGAC に対して実施さ

れる予定である。年 3～4 回で各 4～5 日間行われる。 
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ry

 s
ec

to
r 

      (1
) 

N
am

e 
of

 th
e 

or
ga

ni
za

tio
n 

(2
) 

N
um

be
r 

of
 s

ta
ff 

&
 e

ng
in

ee
rs

 
(3

) 
Su

rv
ey

 e
qu

ip
m

en
t l

is
t 

(4
) 

C
os

t o
f s

ur
ve

y,
 e

tc
. 

 Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

  Y
 

 Y
 

 Y
 

Y
 

Y
 

  Y
 

  Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

   

 質
問

票
回

答
添

付
資

料
 

（
 電

子
フ
ァ
イ
ル
は

I G
A

C
機
能

.d
oc
、
IG

A
C
組
織
図

.d
oc
、
 

IG
A

C
将
来
計
画

.d
oc
、
政
策
指
標

IG
A

C
.d

oc
）

 

         IG
A

C
 

  天
然

資
源

の
責

任
機

関
は

環
境

省
と

地
方

公
社

で

あ
る

。
 

 FL
A

T
社

、
G

E
O

V
IT

A
L
社

他
中

小
の

会
社

有
り

 
詳

細
は

報
告

書
本

文
参

照
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4.
 E

xi
st

in
g 

da
ta

 a
nd

 in
fo

rm
at
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n 

It
em

 
D

es
cr

ip
tio

n 
A

va
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bi
lit

y
N

ot
e 

(r
es

po
ns

e)
 

 1.
 G

eo
de

tic
 d

at
a 

   

 (1
) 

E
xi

st
in

g 
ho

ri
zo

nt
al

 g
ro

un
d 

co
nt

ro
l 

po
in

ts
 

- 
Lo

ca
tio

n 
m

ap
 o

f h
or

iz
on

ta
l 

 
gr

ou
nd

 c
on

tr
ol

 p
oi

nt
s 

- 
D

es
cr

ip
tio

n 
of

 p
oi

nt
s 

- 
D

at
e 

of
 e

st
ab

lis
hm

en
t 

- 
In

fo
rm

at
io

n 
on

 d
am

ag
e 

an
d 

/ o
r 

 
lo

ss
 o

f p
oi

nt
s 

- 
E

xe
cu

tin
g 

or
ga

ni
za

tio
n 

 (2
) 

E
xi

st
in

g 
ve

rt
ic

al
 g

ro
un

d 
co

nt
ro

l 
 

po
in

ts
 

- 
Le

ve
lin

g 
ne

tw
or

k 
m

ap
 

- 
Lo

ca
tio

n 
m

ap
 o

f v
er

tic
al

 g
ro

un
d 

co
nt

ro
l p

oi
nt

s 
- 

D
es

cr
ip

tio
n 

of
 p

oi
nt

s 
- 

D
at

e 
of

 e
st

ab
lis

hm
en

t 
- 

In
fo

rm
at

io
n 

on
 d

am
ag

e 
an

d 
/ o

r 
 

lo
ss

 o
f p

oi
nt

s 
- 

O
rg

an
iz

at
io

n 

   Y
 

 Y
 

Y
 

N
 

 Y
 

   N
 

 N
 

Y
 

Y
 

N
 

       

 質
問

票
回

答
添

付
資

料
 

（
電
子
フ
ァ
イ
ル
は
 
測
地
１

.p
pt
）

 
 

 
  （

基
準

点
の

管
理

は
行

っ
て

い
な

い
）

 
 IG

A
C

 
      

 
 

電
子
フ
ァ
イ
ル
の

”測
地
１

.p
pt
”

 

   
 
（

基
準

点
の

管
理

は
行

っ
て

い
な

い
）

 

 IG
A

C
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It
em

 
D

es
cr

ip
tio

n 
A

va
ila

bi
lit

y
N

ot
e 

(r
es

po
ns

e)
 

 2.
 A

er
ia

l p
ho

to
s 

             3.
 T

op
og

ra
ph

ic
 m

ap
s 

 

 (1
) 

E
xi

st
in

g 
ae

ri
al

 p
ho

to
s 

- 
D

is
cl

os
ur

e 
po

lic
y 

- 
C

ov
er

ag
e 

ar
ea

 
- 

Sc
al

e 
of

 a
er

ia
l p

ho
to

s 
- 

Fl
ig

ht
 in

de
x 

m
ap

 
- 

D
at

e 
of

 a
er

ia
l p

ho
to

gr
ap

hy
 

- 
E

xe
cu

tin
g 

or
ga

ni
za

tio
n 

- 
R

ep
ro

du
ct

io
n 

- 
St

or
ag

e 
co

nd
iti

on
s 

an
d 

 
av

ai
la

bi
lit

y 
of

 p
ho

to
s 

    
- 

D
is

tr
ib

ut
io

n 
sy

st
em

 
  

- 
Pu

rp
os

e 
of

 u
se

 
          

  Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

     Y
 

  Y
 

          

 質
問

票
回

答
添

付
資

料
（

電
子

デ
ー

タ
は

主
に

”製
品

管
理

.p
pt

”）
 

 （
1/

1
万

、
1/

4
万

）
 

  IG
A

C
 

IG
A

C
に

て
実

施
 

R
ep

ro
du

cc
ió

n:
 L

ab
or

at
or

io
 fo

to
gr

áf
ic

o 
写

真
の

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

と
使

用
状

況
  

ネ
ガ

の
保

存
に

安
全

扉
と

エ
ア

コ
ン

付
の

管
理

庫

が
あ

る
。

 
普

及
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

室
に

は
顧

客
が

見
ら

れ
る

よ
う

コ
ン

タ
ク

ト
の

コ
ピ

ー
が

ワ
ン

セ
ッ

ト
お

い

て
あ

る
。

 
配

布
シ

ス
テ

ム
：

 
写

真
は

IG
A

C
の

普
及
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

室
並

び

に
各

支
所

を
通

じ
て

ユ
ー

ザ
ー

が
使

え
る

よ
う

に

し
て

い
る

 
写

真
の

使
用

目
的

：
 

地
図

作
成

、
都

市
・
農

村
部

の
地

籍
形

成
、
土

地
整

備
計

画
、

G
IS

用
。

 
      



 

- 236 -

(1
) 

E
xi

st
in

g 
to

po
gr

ap
hi

c 
m

ap
s 

- 
D

is
cl

os
ur

e 
po

lic
y 

- 
C

ov
er

ag
e 

ar
ea

 
- 

In
de

x 
of

 to
po

gr
ap

hi
c 

m
ap

s 
- 

D
at

e 
of

 p
re

pa
ra

tio
n 

- 
E

xe
cu

tin
g 

or
ga

ni
za

tio
n 

  
- 

M
ar

gi
na

l I
nf

or
m

at
io

n 
an

d 
 

le
ge

nd
 in

 E
ng

lis
h 

- 
R

ep
ro

du
ct

io
n 

- 
St

or
ag

e 
co

nd
iti

on
s 

an
d 

 
av

ai
la

bi
lit

y 
of

 m
ap

s 
   

- 
D

is
tr

ib
ut

io
n 

sy
st

em
 

- 
Pu

rp
os

e 
of

 u
se

 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

  Y
 

 Y
 

Y
 

    Y
 

Y
 

 

質
問

票
回

答
添

付
資

料
 

    実
施

機
関

: 
IG

A
C
と

地
図

作
成

能
力

の
あ

る
企

業

(F
A

L 
LT

D
A
社

, G
EO

V
IA

L
社

 
他

) 
 西

語
。

収
集

資
料

参
照

。
 

 コ
ピ

ー
：

プ
ロ

ッ
タ

ー
、

写
真

製
版

、
印

刷
 

デ
ジ

タ
ル

情
報

は
サ

ー
バ

ー
を

通
じ

て
コ

ン
ピ

ュ

ー
タ

セ
ン

タ
に

保
存

さ
れ

、
そ

こ
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
保

管
さ

れ
る

。
普

及
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

室
で

外

部
ユ

ー
ザ

の
依

頼
に

従
い

配
布

す
る

。
 

 配
布

シ
ス

テ
ム

：
空

中
写

真
に

同
じ

 
地

図
の

使
用

目
的

：
 主

題
図

、
地

籍
、

G
IS

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

し
て
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It

em
 

D
es

cr
ip

tio
n 

A
va

ila
bi

lit
y

N
ot

e 
(r

es
po

ns
e)

 
 4.

 T
he

m
at

ic
 m

ap
s 

(la
nd

 u
se

, s
oi

l, 
 

ge
ol

og
y 

O
th

er
s.

) a
nd

 g
eo

gr
ap

hi
ca

l 
 

bo
ok

s 
               

5.
 

G
eo

gr
ap

hi
c 

In
fo

rm
at

io
n 

Sy
st

em
  

(G
IS

) 
  

 (1
) E

xi
st

in
g 

th
em

at
ic

 m
ap

 
  

 -
 S

ca
le

 o
f t

he
 m

ap
 

  
 -

 C
ov

er
ag

e 
ar

ea
 

  
 -

 D
at

e 
of

 p
re

pa
ra

tio
n 

  
 -

 E
xe

cu
tin

g 
or

ga
ni

za
tio

n 
        (2

) G
eo

gr
ap

hi
ca

l b
oo

ks
 

 (3
) N

at
io

na
l A

tla
s 

(4
) S

ch
oo

l A
tla

s 
 (1

) E
xi

st
in

g 
G

IS
 

  
 -

 C
ov

er
ag

e 
ar

ea
 

  
 -

 S
ca

le
 o

f c
on

te
nt

s 
 

  
 -

 D
at

e 
of

 e
st

ab
lis

hm
en

t 
  

 -
 E

xe
cu

tin
g 

or
ga

ni
za

tio
n 

  
 -

 P
ur

po
se

 o
f u

se
 

  Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

        Y
 

 Y
 

Y
 

 Y
 

       

 (1
) 

森
林

ゾ
ー

ニ
ン

グ
・

荒
地

管
理

・
カ

ウ
カ

川
流

域
管

理
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

5
万

分
の

1：
地

文
学

、
土

地
利

用
、

緑
地

、
景

観
エ

コ
ユ

ニ
ッ

ト
の

地
図

。
15

万
分

の
1
と

20
万

分
の

1：
国

土
法

的
状

況
、
公

共

サ
ー

ビ
ス

、
A

R
S
カ

バ
ー

、
人

口
密

度
の

地
図

。
10

万
分

の
1：

水
域

図
。
既

に
終

わ
っ

て
い

る
の

は
カ

ウ

カ
県

の
荒

地
地

帯
、
カ

ウ
カ

川
流

域
、
太

平
洋

地
区

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
20

00
年

に
開

始
し

今
年

完
了

。
カ

ウ
カ

地
方

公
社

（
C

R
C
）

と
の

協
定

に
よ

る
。

 
  地

図
帳

が
市

販
さ

れ
て

い
る

 
 コ

ロ
ン

ビ
ア

ア
ト

ラ
ス

 
第

5
版

 
製

作
中

 
教

育
用

地
図

帳
が

市
販

さ
れ

て
い

る
 

 
質

問
票

回
答

添
付

資
料

 

   
 
 

"5
.5

G
IS

.x
ls

”参
照

 

 



 

- 238 -

5.
 F

ut
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pl

an
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A

va
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y
N

ot
e 

(r
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po
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e)
 

 1.
 B

as
ic

 s
ur

ve
yi

ng
 p

ol
ic

y 
           2.

 A
ct

iv
ity

 b
y 

ot
he

r 
do

no
r 

co
un

tr
ie

s 
fo

r 
su

rv
ey

in
g,

 m
ap

pi
ng

 a
nd

 G
IS

 
  

 (1
) 

N
at

io
na

l g
eo

de
tic

 n
et

w
or

k 
 

su
rv

ey
in

g 
m

as
te

r 
pl

an
 

(2
) 

N
at

io
na

l b
as

e 
m

ap
 s

ur
ve

yi
ng

  
m

as
te

r 
pl

an
 

(3
) 

N
at

io
na

l a
er

ia
l p

ho
to

gr
ap

hy
  

m
as

te
r 

pl
an

 
(4

) 
M

ap
 a

nd
 a

ir
 p

ho
to

 r
ep

ro
du

ct
io

n 
 

pr
og

ra
m

 
(5

) 
M

ap
 a

nd
 a

ir
 p

ho
to

 d
is

tr
ib

ut
io

n 
 

sy
st

em
 

(6
) 

G
IS

 
 (1

) 
Pa

st
 a

nd
 p

re
se

nt
 a

ct
iv

iti
es

 b
y 

 
ot

he
r 

do
no

r 
co

un
tr

ie
s 

(2
) 

Pr
oj

ec
t r

ep
or

t 
(3

) 
N

ew
 p

ro
po

sa
l s

ub
m

itt
ed

 b
y 

ot
he

r 
 

do
no

r 
co

un
tr

ie
s 

(4
) 

C
om

m
itt

ed
 p

ro
ce

ss
 fo

r 
th

e 
 

In
di

vi
du

al
 p

ro
je

ct
 b

y 
yo

ur
  

go
ve

rn
m

en
t 

    

 Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

Y
 

 Y
 

        

 質
問

票
回

答
添

付
資

料
 

（
電

子
フ

ァ
イ

ル
は

主
に

"政
策

指
標

IG
A

C
.d

oc
”）

 
          EU

及
び

ID
B
。

詳
細

は
“5

.2
EU

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ

.d
oc

”
及

び
報

告
書

本
文

参
照
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It

em
 

D
es

cr
ip

tio
n 

A
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ila
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lit
y

N
ot

e 
(r

es
po

ns
e)

 
3.

 
A

ge
nc

ie
s 

in
 c

ha
rg

e 
of

 a
nd

/o
r 

 
co

nc
er

ni
ng

 w
ith

 th
e 

fo
llo

w
in

gs
: 

 
(1

) 
Pe

rm
is

si
on

 o
f a

er
ia

l p
ho

to
gr

ap
hy

 
(S

ec
ur

ity
 c

le
ar

an
ce

 fo
r 

fli
gh

t)
 

    
   

(2
) 

Pe
rm

is
si

on
 o

f p
ri

nt
in

g 
fo

r 
ae

ri
al

  
ph

ot
os

 
      

(3
) 

Pe
rm

is
si

on
 o

f g
ro

un
d 

su
rv

ey
  

w
or

ks
 

 

    (1
) 

N
am

e 
of

 A
ge

nc
ie

s 
an

d 
D

ep
ar

tm
en

t 
(2

) 
N

am
e 

an
d 

po
si

tio
n 

of
 th

e 
 

re
sp

on
si

bl
e 

pe
rs

on
s 

in
 c

ha
rg

e 
of

  
th

e 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
dy

 T
ea

m
 to

  
co

nt
ac

t 
(3

) P
er

io
d 

fo
r 

pe
rm

is
si

on
 

  (1
) 

N
am

e 
of

 A
ge

nc
ie

s 
an

d 
D

ep
ar

tm
en

t 
(2

) 
N

am
e 

an
d 

po
si

tio
n 

of
 th

e 
 

re
sp

on
si

bl
e 

pe
rs

on
s 

in
 c

ha
rg

e 
fo

r 
 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

dy
 T

ea
m

 to
  

co
nt

ac
t 

(3
) 

Pe
ri

od
 fo

r 
pe

rm
is

si
on

 
  (1

) 
N

am
e 

of
 A

ge
nc

ie
s 

an
d 

D
ep

ar
tm

en
t 

(2
) 

N
am

e 
an

d 
po

si
tio

n 
of

 th
e 

 
re

sp
on

si
bl

e 
pe

rs
on

s 
in

 c
ha

rg
e 

fo
r 

 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 S

tu
dy

 T
ea

m
 to

  
co

nt
ac

t 
(3

) 
Pe

ri
od

 fo
r 

pe
rm

is
si

on
 

    Y
 

Y
 

   Y
 

  Y
 

       Y
 

Y
 

   Y
 

 

    1)
  

国
軍

、
民

間
航

空
局

 
2)

 コ
ロ

ン
ビ

ア
空

軍
航

空
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

チ
ー

フ
：

JU
LI

O
 A

R
M

A
N

D
O

 G
U

ZM
A

N
 R

IO
S
将

軍
 

民
間

航
空

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
フ

：
V

IC
TO

R
 

PL
A

TA
 C

Á
C

ER
ES

大
佐

 
3)

 7
2
時

間
 

  1)
 IG

A
C

 –
 軍

 
       IG

A
C

 –
 地

理
地

図
部

 
地

理
地

図
部

長
、

測
地

課
長

 
   1
日
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si
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ta
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di
ng
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ot
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nd
 

fa
ir

 d
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ft
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ut
 to

 J
ap

an
. 

    
(5

) 
C

us
to

dy
 o

f t
op

og
ra

ph
ic

 m
ap

s,
  

ae
ri

al
 

ph
ot

og
ra

ph
s,

 g
eo

de
tic

  
da

ta
, a

 a
dm

in
is

tr
at

iv
e 

bo
un

da
ry

  
an

d 
na

m
e 

lis
t 

  
(6

) 
Pe

rm
is

si
on

 to
 u

se
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f r
ad

io
 c

al
l 

 
eq

ui
pm

en
t 

 
 

4.
 

Sp
ec

ifi
ca

tio
ns

 a
nd

 s
ta

nd
ar

d 
 

(1
) 

N
am

e 
of
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ge
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ie

s 
an

d 
 

D
ep

ar
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en
t 

(2
) 

N
am

e 
an
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po

si
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of
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e 

 
re

sp
on

si
bl
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pe

rs
on

s 
in

 c
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e 

fo
r 
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Ja
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se
 S

tu
dy

 T
ea
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nt
ac
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Pe

ri
od
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r 
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rm

is
si
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) 
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e 
of
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en
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e 

an
d 
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n 
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 th
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bl
e 

pe
rs
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s 
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 c
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fo

r 
 

th
e 

Ja
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ne
se

 S
tu

dy
 T

ea
m

 to
  

co
nt

ac
t 

 (1
) N

am
e 

of
 A

ge
nc

y 
an

d 
de

pa
rt

m
en

t 
  (1

) 
A

er
ia

l p
ho

to
gr

ap
hy

 a
nd

 p
ho

to
  

pr
oc

es
si

ng
 

(2
) 

G
ro

un
d 

co
nt

ro
l p

oi
nt

 s
ur

ve
y 

(3
) 

A
er

ia
l t

ri
an

gu
la

tio
n 

(4
) 

Ph
ot

og
ra

m
m

et
ri

c 
m

ap
pi

ng
 

(5
) 

G
IS

 
(6

) 
A

nn
ot

at
io

n 
an

d 
sy

m
bo

ls
 

(7
) 

Pr
oj

ec
tio

n 
(8

) 
Sp

he
ro

id
 

(9
) 

Pr
in

tin
g 

Y
 

 Y
 

   Y
 

 Y
 

Y
 

    Y
 

  Y
 

 Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

Y
 

IG
A

C
 - 

 地
理

地
図

部
 

 地
理

地
図

部
長

 
   1
ヶ

月
 

 IG
A

C
 - 

 地
理

地
図

部
 

地
理

地
図

部
長

 
       添

付
書

類
参

照
 (

64
/9

4
決

議
、

63
/9

4
決

議
、
技

術

仕
様

 )
 

     U
TM

 
W

G
S8

4 
基

本
図

に
つ

い
て

は
外

注
に

て
印

刷
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It

em
 

D
es

cr
ip

tio
n 

A
va

ila
bi

lit
y

N
ot

e 
(r

es
po

ns
e)

 
 8.

 A
ny

 s
pe

ci
fic

 r
es

tr
ic

tio
n 

re
la

te
d 

to
 

su
rv

ey
, m

ap
pi

ng
 a

nd
 G

IS
 

 
(1

) 
La

w
 o

n 
su

rv
ey

, m
ap

pi
ng

 a
nd

 G
IS

 
    

  
(2

) 
R

es
tr

ic
te

d 
ar

ea
 

    
(3

) 
O

th
er

s.
 

    (1
) S

ur
ve

y 
la

w
 

(2
) R

eg
ul

at
io

n 
of

 a
er

ia
l p

ho
to

gr
ap

hy
  

by
 fo

re
ig

n 
re

gi
st

er
ed

 a
ir

cr
af

t 
(3

) O
th

er
s.

 
 

           Y
 

               

    測
量

法
は

無
い

 
航

空
写

真
撮

影
は

IG
A

C
保

有
の

機
器

に
て

対
応

 
     制

限
地

区
：

 
制

限
地

区
は

国
防

省
が

定
め

る
保

留
地

域
（

国
境

、

大
隊

、
軍

用
空

港
な

ど
）

に
合

わ
せ

て
線

引
き

さ

れ
て

い
る

。
そ

の
上

空
を

飛
ぶ

必
要

が
あ

る
と

き

は
許

可
を

申
請

す
る

。
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6.
 O

th
er

 in
fo

rm
at

io
n 

It
em

 
D

es
cr

ip
tio

n 
A

va
ila

bi
lit

y
N

ot
e 

(r
es

po
ns

e)
 

 1.
 

O
ng

oi
ng

 d
ev

el
op

m
en

t s
ur

ve
y 

/ 
 

pr
oj

ec
t i

n 
th

e 
pr

op
os

ed
 s

ur
ve

y 
ar

ea
 

  
2.

 
Tr

ai
ni

ng
 fo

r 
su

rv
ey

 a
nd

 m
ap

pi
ng

 

     (1
) 

Fo
rm

al
 e

du
ca

tio
n 

an
d 

tr
ai

ni
ng

  
sy

st
em

 fo
r 

su
rv

ey
 

(2
) 

O
n 

th
e 

jo
b 

tr
ai

ni
ng

 o
n 

an
 a

ve
ra

ge
  

te
ch

ni
ci

an
  

 Y
 

   Y
 

 Y
 

                   

 対
象

地
域

に
お

い
て

IG
A

C
が

空
撮

. 
   C

IA
F・

大
学

。
詳

細
は

報
告

書
本

文
参

照
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It

em
 

D
es

cr
ip

tio
n 

A
va

ila
bi

lit
y

N
ot

e 
(r

es
po

ns
e)

 
 3.

 A
va

ila
bi

lit
y 

of
 la

bo
re

r 
   4.

 A
va

ila
bi

lit
y 

of
 c

ou
nt

er
pa

rt
 

 5.
 P

re
se

nt
 s

af
et

y 
co

nd
iti

on
s 

 6.
 D

an
ge

ro
us

 a
re

as
 

 7.
H

ar
m

fu
l a

ni
m

al
s,

 in
se

ct
s 

an
d 

 
di

se
as

es
 

 8.
 A

va
ila

bi
lit

y 
of

 tr
an

sp
or

t 
     9.

 A
cc

om
m

od
at

io
n 

 (1
) 

D
ri

ve
r 

(w
ag

es
 / 

da
y)

 
(2

) 
W

or
ke

rs
 (w

ag
es

 / 
da

y)
 

(3
) 

R
eg

ul
at

io
n 

fo
r 

em
pl

oy
m

en
t 

   (1
) 

Pr
es

en
t s

ec
ur

ity
 c

on
di

tio
ns

 
 (1

) 
M

in
e 

co
nt

am
in

at
ed

 a
re

a 
    (1

) G
ov

er
nm

en
t v

eh
ic

le
s 

or
 r

en
ta

l c
ar

s 
(2

) 4
W

D
 c

ar
s 

or
 o

th
er

s 
    (1

) M
aj

or
 fa

ci
lit

ie
s 

(2
) C

os
t o

r 
ra

te
s 

     

 Y
 

Y
 

Y
 

 Y
 

 Y
 

 Y
 

    Y
 

Y
 

    Y
 

Y
 

     

 50
千

ペ
ソ

/日
 

20
千

ペ
ソ

/日
 

56
千

ペ
ソ

/日
 

   報
告

書
本

文
及

び
付

属
資

料
参

照
 

 治
安

上
の

危
険

地
域

有
り

。
報

告
書

本
文

及
び

付

属
資

料
参

照
。

 
対

象
地

域
に

つ
い

て
特

に
な

し
 

  レ
ン

タ
カ

ー
 

セ
ダ

ン
17

0/
日

 
 9

80
/週

 
2,

30
0/
月

 
4W

D
 

22
0/
日

  
1,

33
0/
週

 
3,

50
0/
月

  
   対

象
地

域
及

び
ボ

ゴ
タ

市
は

大
都

市
に

て
多

数
の

有
り

。
但

し
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
さ

れ
る

ホ

テ
ル

は
高

価
（

$1
00

/日
前

後
は

普
通

）
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付属資料８  面会者一覧 
 
測量局（IGAC） 
Iván Darío Gómez Guzmán  長官 
Ivanna Nussika Agudelo Padilla 国際協力顧問 
Miguel Angel Cárdenas Contreas 地理・地図部長 
Antonio Serrano Priessins  写真測量課長 
Jaime Alberto Duarte C.  特殊専門家 
Lucía Isabel Cordero   IGAC カルタヘナ支所長 
Damián García de la Hoz  IGAC バランキージャ支所長 
Amira García Portillo   IGAC サンタ・マルタ支所長 
 
国際協力庁（ACCI） 
Luis Alfonso Hoyos Pedraza 長官 
Juan Sebastián Estrada  日本担当顧問 
 
国家統計局(DANE) 
Pédro Jose Fernández Ayala  次官 
 
国家企画庁（DNP） 
Augusto Pinto    都市開発部門担当顧問 
Julián Torres    IGAC 担当専門官 
 
地方政府 
Juan Correa    カルタヘナ市企画局長 
José Pérez    バランキージャ市企画局長 
Sandra Rubiano   サンタ・マルタ市企画局長 
 
在コロンビア日本大使館 
林  渉  大使 
岡本裕也  二等書記官 
東 敏幸  二等理事官 
 
JICA コロンビア事務所 
半谷 良三 所長 
近藤 高之 次席 
高瀬 直文 技術協力班長 



【
書

類
資

料
】

番
号

資
料

名
発

行
/
収

集
元

数
量

備
　

　
　

考

1
「

コ
ロ

ン
ビ

ア
滞

在
者

の
手

引
き

」
ほ

か
J
I
C
A
事

務
所

1
「

安
全

対
策

の
手

引
」

「
緊

急
事

態
対

応
要

領
」

等
J
I
C
A
事

務
所

ヒ
ア

リ
ン

グ
資

料

2
R
E
P
U
B
L
I
C
A
 
D
E
 
C
O
L
O
M
B
I
A
 
M
A
P
A
 
P
O
L
I
T
I
C
O

J
I
C
A
事

務
所

1
コ

ロ
ン

ビ
ア

国
政

治
境

界
線

図
　

1
/
2
0
0
万

 
(
7
0
c
m
×

1
0
0
c
m
)

3
C
A
R
T
A
G
E
N
A
 
 
1
/
1
5
,
0
0
0

J
I
C
A
事

務
所

1
折

図
　

(
7
0
c
m
×

8
0
c
m
)

4
B
A
R
R
A
N
Q
U
L
L
A
 
 
1
/
2
0
,
0
0
0

J
I
C
A
事

務
所

1
折

図
　

(
1
0
0
c
m
×

7
0
c
m
)

5
V
I
S
T
A
 
G
E
N
E
R
A
L
 
D
E
 
S
A
N
T
A
 
M
A
R
T
A

J
I
C
A
事

務
所

1
　

観
光

地
図

　
（

A
4
　

カ
ー

ラ
ー

コ
ピ

ー
）

6
国

家
J
企

画
庁

と
I
G
A
C
(
地

理
院

）
の

組
織

図
J
I
C
A
事

務
所

1
　

Ｈ
Ｐ

か
ら

の
コ

ピ
ー

　
A
4

7
A
T
L
A
S
 
D
E
 
C
O
L
O
M
B
I
A

I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

ナ
シ

ョ
ナ

ル
 
ア

ト
ラ

ス
　

(
4
5
c
m
×

3
5
c
m
×

4
c
m
)

8
L
A
S
 
R
E
G
I
O
N
E
S
 
C
O
L
O
M
B
I
A
N
A
S
 
F
R
E
N
T
E

A
 
L
O
S
 
O
B
J
E
T
I
V
O
S
 
D
E
L
 
M
I
L
E
N
I
O

A
C
C
I
(
国

際
協

力
庁

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
2
0
0
0
年

国
連

目
標

に
対

す
る

達
成

目
標

9
国

際
協

力
戦

略
A
C
C
I
(
国

際
協

力
庁

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
・

英
語

1
0

I
G
A
C
(
地

理
院

）
の

組
織

及
び

組
織

図
I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
　

組
織

改
変

'
0
5
/
0
3

1
1

 
1
/
2
,
0
0
0
 
数

値
地

図
（

藍
焼

図
）

I
G
A
C
(
地

理
院

）
3

カ
ル

タ
ヘ

ナ
市

（
1
1
-
1
）

・
バ

ラ
ン

キ
ー

ジ
ャ

市
(
1
1
-
2
）

･
サ

ン
タ

マ
ル

タ
市

(
1
1
-
3
)
の

各
1
図

葉

1
2

P
R
O
D
U
C
C
I
O
N
 
D
E
 
D
A
T
O
S
 
G
E
O
E
S
P
A
C
I
A
L
E
S
 
P
A
R
A

C
A
R
T
O
G
R
A
F
I
A
 
B
A
S
I
 
C
A
D
I
G
I
T
H
L

I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

地
図

の
仕

様

1
3

g
t
b
 
i
b
e
r
i
c
a
 
社

　
カ

タ
ロ

グ
見

積
価

格
表

g
t
b
 
i
b
e
r
i
c
a
 
社

1
数

値
地

図
作

成
機

器
及

び
ソ

フ
ト

（
英

語
･
ス

ペ
イ

ン
語

）

1
4

整
飾

（
地

図
記

号
凡

例
）

I
G
A
C
(
地

理
院

）
3

1
/
2
,
0
0
0
 
 
1
/
1
0
,
0
0
0
 
 
1
/
2
5
,
0
0
0

1
5

コ
ロ

ン
ビ

ア
国

　
人

工
衛

星
画

像
図

（
3
6
枚

組
）

L
i
n
e
a
s
 
T
e
e
f
o
n
i
c
a
s

 
T
e
l
e
c
o
m

1
P
R
O
S
I
S
社

作
製

1
6

P
R
O
S
I
S
社

取
扱

い
機

器
及

び
見

積
価

格
表

P
R
O
S
I
S
社

1
数

値
地

図
作

成
機

器
及

び
ソ

フ
ト

1
7

F
A
L
社

（
測

量
会

社
）

概
要

F
A
L
社

1
ス

ペ
イ

ン
語

1
8

G
E
O
V
I
A
社

（
測

量
会

社
）

概
要

G
E
O
V
I
A
社

1
ス

ペ
イ

ン
語

1
9

F
a
c
u
l
t
a
d
 
d
e
 
I
N
E
G
E
N
I
E
R
I
A
 
パ

ン
フ

U
N
I
V
E
R
S
H
A
D

 
D
I
S
T
I
R
T
A
L

1
ス

ペ
イ

ン
語

2
0

カ
ル

タ
ヘ

ナ
　

1
/
3
0
,
0
0
0
 
出

力
図

カ
ル

タ
ヘ

ナ
市

1
紙

地
図

(
出

力
）

2
1

ボ
ゴ

タ
市

内
図

M
u
l
t
i
M
a
p
a
s
 
A
R
T
E

1
T
o
u
r
i
s
t
 
M
a
p

2
2

質
問

表
回

答
添

付
資

料
I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

電
子

デ
ー

タ
を

含
む

収
集
資
料
一
覧
 
 
1
/
2

- 247 -



【
電

子
フ

ァ
イ

ル
資

料
】

番
号

資
料

名
（

電
子

フ
ァ

イ
ル

）
発

行
/
収

集
元

C
D
番

号
備

考

C
1

P
r
o
d
u
c
c
i
ó
n
 
G
e
n
e
r
a
l
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
'
0
4
年

作
成

及
び

'
0
5
年

の
計

画
「

製
品

管
理

」
部

署

C
2

T
o
m
a
 
A
e
r
o
f
o
t
o
g
r
a
f
í
a
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
「

空
撮

」
に

関
す

る
説

明
資

料

C
3

P
R
E
S
E
N
T
A
C
I
O
N
 
P
R
O
C
E
S
O
 
L
A
B
O
R
A
T
O
R
I
O
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
1

ス
ペ

イ
ン

語
「

写
真

処
理

」
に

関
す

る
説

明
資

料
（

C
D
4
に

「
写

真
ラ

ボ
」

と
し

て
そ

の
和

訳
フ

ァ
イ

ル
あ

り
）

C
4

G
E
O
D
E
S
I
A
1
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
2

（
フ

ォ
ル

ダ
ー

「
P
R
E
S
E
N
T
A
C
I
O
N
E
S

ス
ペ

イ
ン

語
「

測
地

（
測

地
作

業
）

１
」

に
関

す
る

説
明

資
料

C
5

G
E
O
D
E
S
I
A
2
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
2

（
フ

ォ
ル

ダ
ー

「
P
R
E
S
E
N
T
A
C
I
O
N
E
S

ス
ペ

イ
ン

語
「

測
地

（
現

地
調

査
）

２
」

に
関

す
る

説
明

資
料

C
6

G
E
O
D
E
S
I
A
3
.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
2

（
フ

ォ
ル

ダ
ー

「
P
R
E
S
E
N
T
A
C
I
O
N
E
S

ス
ペ

イ
ン

語
「

測
地

（
地

名
調

査
）

３
」

に
関

す
る

説
明

資
料

C
7

E
s
p
e
c
i
f
i
c
a
c
i
o
n
e
s
-
V
2
.
0
.
p
d
f

I
G
A
C
(
地

理
院

）
2

ス
ペ

イ
ン

語
地

図
作

成
仕

様

C
8

1
/
2
,
0
0
0
 
D
M
デ

ー
タ

（
カ

ル
タ

ヘ
ナ

･
バ

ラ
ン

キ
ー

ジ
ャ

・
サ

ン
タ

マ
ル

タ
）

I
G
A
C
(
地

理
院

）
3

数
値

地
図

デ
ー

タ

C
9

D
N
P
の

説
明

資
料

.
p
p
t

D
N
P

(
国

家
企

画
庁

）
4

ス
ペ

イ
ン

語
及

び
そ

の
和

訳
「

国
家

開
発

計
画

」
に

関
す

る
説

明
資

料

C
1
0

写
真

ラ
ボ

.
p
p
t

I
G
A
C
(
地

理
院

）
4

ス
ペ

イ
ン

語
及

び
そ

の
和

訳
写

真
処

理
に

関
す

る
説

明
資

料

C
1
1

I
G
A
C
製

品
価

格
表

.
d
o
c

I
G
A
C
(
地

理
院

）
4

I
G
A
C
製

品
の

価
格

に
関

す
る

文
書

（
和

訳
）

C
1
2

5
.
2
E
U
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
.
ｐ

ｐ
ｔ

.
C
I
A
F

（
地

理
情

報
調

査
開

発
セ

ン
タ

ー
）

4
ス

ペ
イ

ン
語

「
コ

ロ
ン

ビ
ア

国
土

地
図

シ
ス

テ
ム

改
善

計
画

」
の

説
明

資
料

（
他

ド
ナ

ー
の

活
動

状
況

）

C
1
3

5
.
2
E
U
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(
日

）
.
d
o
c

C
I
A
F

（
地

理
情

報
調

査
開

発
セ

ン
タ

ー
）

4
「

コ
ロ

ン
ビ

ア
国

土
地

図
シ

ス
テ

ム
改

善
計

画
」

の
説

明
資

料
の

部
分

和
訳

C
1
4

C
O
N
P
E
S
3
3
0
5
(
日

）
D
N
P

(
国

家
企

画
庁

）
4

3
3
0
5
文

書
(
目

次
和

訳
）

「
都

市
開

発
政

策
効

率
化

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

収
集
資
料
一
覧
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/
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